




　観光入込客数は、2011（平成23）年度、東日本大震災の影響により大きく減少しましたが、近年は増加傾向にあり、震災前の水準
まで回復しています。2015（平成27）年度の行祭事・イベント観光入込客数の増加は、Ｂ－１グランプリin 十和田が大きく影響して
います。（図５）

観光入込客数

　生活面では、県内他地域と同様に人口減少や高齢化などが進行していること、自殺による死亡率が比較的高いことを踏まえると
ともに、東日本大震災の教訓を生かし、誰もが安全で安心して暮らせる地域づくりを進めることが必要です。（図６、図７）
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　就業人口は9万9,746人で、県全体（62万5,970人）の15.9％となっています。内訳で見ると、「その他サービス業」の割合が最
も高く、次いで、「卸売、小売業」、「製造業」の割合が高くなっています。
　県全体と比べると、「製造業」、「建設業」、「農業、林業」の割合が高く、「卸売業、小売業」、「医療、福祉」、「運輸業、郵便業」の割
合が低くなっています。（図３）

就業人口構成

　上北地域の農業生産額は、596億円となっており、県全体の34.2％を占め、県内で最も高くなっています。（図４）

農業生産額

　乳用牛、肉用牛、豚の飼養頭数の県全体の半数以上を上北地域が占めています。（表４）

主要家畜飼養頭羽数

　ごぼう、ながいも、にんにくなどの多くの品種において、県全体の半数以上の作付面積を上北地域が占めています。（表３）
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単位：頭（牛・豚）、羽（鶏）
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資料:厚生労働省「平成27年市区町村別生命表」

資料:厚生労働省「人口動態統計」
※上十三地域の構成市町村は、十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ケ所村である。

図３  地域の就業人口構成

図４  域内総生産の農業生産額
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表４  主要家畜飼養頭羽数

表３  主要野菜・水稲作付面積
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図５  上北地域の観光入込客数の推移

図６  市町村別平均寿命

図7  全国・県・上十三地域の自殺死亡率の推移



※重点道の駅：地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、今後の重点支援で効果的な取組が期待できるものとして国土交通省が選定する道の駅のことです。
※セーフコミュニティ：事故によるけが、犯罪、暴力、自殺などを偶然の結果として捉えるのではなく、科学的なデータに基づく適切なプログラムで予防し、改善につな
　げていくために、行政、民間団体、地域住民など多くの主体の協働により、地域ぐるみで行う取組のことです。

　上北地域の強みである豊富な農林水産物を生
かした農商工や研究機関の連携による食産業の
振興、美しい自然、温泉、食、歴史、文化などの
地元ならではの資源を生かした魅力ある観光地
づくり、風力発電等の再生可能エネルギー施設
や原子燃料サイクル施設を始めとする多様なエ
ネルギー関連施設の集積を生かしたエネルギー
関連産業の振興に取り組みます。

地域の資源や強みを生かした
魅力あるしごとづくり

❶農商工業者・関係機関等の連携による
地元食材を生かした食関連産業の振興

❷国立公園満喫プロジェクトを契機とし
た十和田湖・奥入瀬渓流観光の活性化

❸三沢空港や東北新幹線七戸十和田駅
などの交通利便性を生かした、四季
を通じて楽しめる周遊観光の推進

❹インバウンドもターゲットに、地域の
暮らしを体験するまち歩きや民泊、自
然、風土、歴史（北前船等）、文化（馬
等）、食などに焦点を当てた、新たな
視点での観光コンテンツの磨き上げ
と情報発信の強化

❺ＤＭＯ等を主体とした、地域の連携
による観光地づくりの推進とこれを
支えるガイド等の観光人財の育成

❻多様なエネルギー資源・関連施設を
生かした関連産業の振興

主な取組

2

　人口減少と高齢化が進む状況においても、持続
的に上北地域の農林水産業を成長させていくため、
新たな担い手の確保や地域の中核を担う経営体の
育成に加えて、地域コミュニティの活性化を図ると
ともに、経済のグローバル化や労働力不足に対応
した野菜・畜産などの生産体制の強化や、担い手
への農地の集積・集約化を推進します。
　また、消費者ニーズに対応した質の高い農林水
産物の安定供給とブランド力の向上を図り、産地直
売施設などを生かした地産地消の推進と新たな市
場への販路拡大に取り組みます。    

これからの農林水産業を支える
基盤と稼ぐ仕組みづくり

❶「地域経営」の推進による担い手の確
保・育成と地域コミュニティの活性化

❷労働力補完体制の整備と省力化に
向けた機械・施設の導入の促進

❸担い手の高生産性農業の実現に向け
たほ場整備の推進

❹土づくりやＧＡＰ等の推進による安
全・安心で高品質な農林水産物の安
定生産

❺商品開発の促進や組織活動の強化に
よる地産地消の推進とブランド化に
よる国内外への販路拡大

主な取組

1

　人口減少や高齢化が進行する中で、地域で住
民を支え合う地域コミュニティを強化し、災害に
強い地域づくりを進めるとともに、地域住民の健
康づくりなどに取り組み、地域共生社会づくりを
推進します。

安全・安心で健康に暮らせる
地域共生社会づくり

❶保健・医療・福祉包括ケアシステム
を基盤とした、市町村・地域との協
働による健康に暮らせる地域づくり

❷住民のヘルスリテラシー（健やか力）
の向上による生活習慣の改善

❸ゲートキーパーの育成などを通じた地
域社会で取り組む自殺予防対策の推進

❹自然災害や感染症発生時における危
機管理体制の強化

❺災害に強い地域づくりに向けた防災
公共の推進、重点道の駅※として選
定された道の駅よこはまエリアでの
防災拠点の整備促進

❻セーフコミュニティ※の理念の普及

主な取組

3

　これからの地域づくりを進める上で人財は何より
も重要であり、地域全体で育んでいく必要があるた
め、地元への強い想いを抱き、夢を形に変えていく、
地域の核となる人財の育成や活動を円滑にするため
のネットワークづくりを支援するとともに、次世代の
地域を担う子どもたちを地元への愛着と誇りを持っ
た人財に育てるための取組を推進します。
　また、活力ある地域づくりに必要となる人財を確
保するため、若年者の定住や大都市圏からの移住の
促進などによる人財の還流に向けた取組を進めます。

上北の明日を創る人財の確保・
育成とネットワークづくり

❶地域を理解し、関係者と協力しなが
ら課題を解決できる人財の育成

❷地域づくりに取り組む人財や団体等
の活動を円滑にし、連携した取組を
支えるネットワークづくりの推進

❸地域への理解と愛着を深めるための
学習の場の提供

❹地域が育んだ人財の定住と首都圏等
からの移住の拡大による人財の還流
の促進

主な取組

4

3.
上 北 地 域

今後５年間の取組の基本方針と主な取組

地域別計 画

142 143

第
4
章

地
域
別
計
画

第
4
章

地
域
別
計
画


